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プロジェクト第 2 フェーズ：キックオブ会議 

 

「モンゴルにおける持続可能な教員研修のための ICT 教材の開発」の第二フェーズのキ

ックオフ会議が、2011 年 6 月 16 日に、モンゴル国ウランバートル市のモンゴル教育大学に

て実施された。会議には、モンゴル側からプロジェクトのコーディネーター、教育省の関

係者、5 教科の VCD 教材制作チームのメンバー、通訳者、調整スタッフら計 18 名が参加し

た。日本の東京工業大学からは学術国際情報センターの山口しのぶ教授、山口・高田研究

室の大学院生のモリゲンダライと矢野晶太郎の計 3名が参加した。 

会議の冒頭で山口教授が開会挨拶を行い、

今回のプロジェクトの経緯やスケジュールを

紹介し、9月に開催予定の国際会議等プロジェ

クトの活動計画を説明した。続いて、プロジェ

クトコーディネーターの J.Sukhbaatar 教授が

昨年 12 月から本年 3 月まで実施したプロジェ

クトの成果や作成した教科書、VCD 製品の状況

を具体的に報告した。そして、モンゴル語（国

語）、人間と環境、コミュニケーション、音楽、

体育といった 5教科の VCD 教材制作チームから、各自のチームの準備している教材の内容、

特徴や構成、進捗状況の報告を行い、今月の作業調整、日程等を話し合った。 

また、同会議で東工大大学院生チームが5教科のVCD教材制作チームメンバーに対して、

小学校教員向けのインタラクティブ授業用教材開発ツールとして３つのアプリケーション

を紹介し、教材作成例を提示した。そして、5教科の教材制作専門家たちは、この 3つのツ

ールに対する印象や実用性等についてグループディスカッションを行い、意見をまとめた。 

会議の最後にプロジェクトや主要活動等に対する参加者らへの質問応答を行い、プロジ

ェクトの今後の具体的実施計画を確認した。 
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